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でのインタビュー91査を基に明らかにする また,これら災奪対応や復興過程から浮き彫 りになった飯場とその対非を

提示することをEl的としており,より実効性の高い沿岸観光地での津波防災アク/ヨンプランの策定に向けて,jtUHす

べき批点を提案するものである

2 タイにおける観光産集の歴 史 HL12)

タイが観光立国を目指して国'iTレベルの観光開発ブラ/を実施したのは 】970年代後半以降である ll) タイの経折発展

を目指す経満社会ryl発 5カ年計画は L961年に開始さが.たが.国内経所発展の最適化分散や観光開発の使先を掲げた第 4

次と第 5次の経済社会開発計画 (L977-1986)によって観光座業は強化されていくこととなる さらに世界銀行などの

財政支倭なども受けてタイにおける観光開発は急激に成長し.1982年には米の強出前を抜いて観光魂選は外貨獲得源の

節 】位となった L987年にはタイ改机 ま rタイ観光年｣ (VISL(Th.lllandYear)を 1988年には ｢タイ手工芸uF'L,年｣

(Thal‖andyCratlYear)のキャンペーンを実施した これらのキャンペーンは伐功をおさめ.タイ-の国際観光数は
1985年の244万人から1990年には523万人に増加し.アジアJhl大の軌此立国となった

1980年代の好況下でダイ経済は世界でも最高レ-ルの成長率を示し,1986年から L990年までの関の年平均 GDT'成長

率は 】0%を記録した 141 農薬中心の花粟構成から工溝,サービス中心の廃業偶成-と移行するにつれて.経折成長と経

折開発に占める観光の韮要件が増大したのである 外貨収入のうち観光はJhl大のものであり.GDPに占める割合はおよ

そ 5%となっている 151 強力な国際絹要とあいまってll,連な観光成長が高い経済的利益を生み出し,国民纏折を刺徹し

雇用を創出し,投資を加速し.そして生活水準を引き上げることとなった

しかし,)990年代前後にはタイの観光渡英は新たな飲雌に直面することになった 1998年タイ南部 9県を洪った土砂

災害は,観光改発の見直しと環境政策を前進させるマイルストーンとなった この土砂憐れは 700 人を越える多くの死

傷者を出したが.この原因は,先の経済拡大に向けた観光政策や木材輸出に伴う過度な森林伐採によるものと推察され

た 土砂災害を皮切りに,公'Gや交通渋滞の激化,観光開発による原境破顔問題と政治的イー安定をもたらすこととなっ

たのである これを契機に,国家を挙げての見境ブームが起き,環境政策を昔粍させる大きな要因となった しかし,

1997年バーツ危機を迎え,原姥よりも経所発展が盃要という認識から,経折俸先基調が表出し,環境政策の機運は縮小

することとなった 16)

以上のように.タイにおける観光座業の発展を辿ると,開発.環嵐 自然災禅と深く結びついており.)960年代から

推進されたタイ国家による開発政策は.環境を酎 ヒさせ,自然災潜として衷出し.その対応と極所発展との トレ- ドオ

フ糊で政策方針が揺れ動いた そのような中で.今般のインド洋一だ松波に遭遇したものと言見る

3 被災状況の概要

図-1には,タイ南部における沖波被災地の分布を示した ■7) 津波は地震の発生後約 2時間後の午前 10時5分から 11

9000人を超える死-6 行方不明名が発生した また,表-2のき食物被害を合わせてみても 最も被番が甚大であったの

はバンガ-県であった MalSutOm■､JLeLa一l,)によTL,ば バンガ-県では LOmを超えるir松波が到達したことが示されてい

る また,パンガ-掛 ま欧州人を対象とした長期滞在型 リゾー ト地として新たに開発を進めた人気観光地であり,比較

的安価なパ/ガロ-やゲストハウスが主な宿泊施設である そのため,秦 -1のように,欧州を中心とする外国人観光

客の被害がとりわけ大きくなったのである

また.衣-3には.被災地における部門別披蕃額を示した これによると 直接被害と間接被害を合わせた被害総額
のうち 生産部門 中でも観光業における綾香額が 84%を占めた さらに,内訳をみると.rt耶安被害額が直接被害額の

約 4倍にも増大し.宿泊施設や商業施設の組物被害に加えて 観光客の激減に伴う稼働率の低迷や経営不振など艮期に
わたる経済被害が発生していたことが推察できる また.衣-4によれば,組物被杏を含む直接被苔鰍 まパ/ガ一県で

最大であるが,経常損失等を含む間接妓苔額はプーケット県で政も大きく,今般の沖波による被害総額は同県内総生産

(Gl'l))の 90%にも相iLlする プーケット県は,先のパ/〟-県と典なり,早くから開発が進み El本人をはじめ,痩

プーケット国際空港利用占1まF17川三同月比で 88%も減少し,35000室あるホテルの都屋の稼働率は 10%まで落ち込んだ

また,その後の観光客の戻りも1-分でなく 失業のPRLl題が長期化していることが示唆された

4 危機的な事案がもたらす根光客動向への影響

(1)タイ南部への観光客数からみた観光産業復興過‡呈

机章に続いて,津波が観光在英に及ぼした影響を客観的に捉えるために,プーケット国際空港を観光El的で利用する
各国の渡航者教デ-夕を用いて,津波の発生を挟む 6咋間 72カ月にわたる各国観光客の動IFlqを追跡する なお ここで

用いたデ-夕は タイ警察庁入国管理局より提供された国別観光客数である

図-2(a)から (e)には プーケット鼎やパ/〟-鼎などタイ南部への観光客数の多いEl本,オ-ス トラリア.スウ
ェーデ/, ドイツの 4カ国および世界合計を対象とし,2001斗 l月から2006iF12月までの月別観光客数の推移を示し

た また この4カ国は 後述するイ/クビュ-の中で複数回挙がってきた国でもある
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まず, (e)に示したLg:界各国からの合計観光客数の推

移をみると,2003年 3月に勃発したイラク職争ならびに
中国や香港 を中心に流行 した SAEtS (Sevcre ĉLJLe

Resp･ralOryS)′ndromc 重症急性呼吸器'症候群)を機に観

光客数は激減している その後,回復基調を示し,半年

後には飢叫と同様の水野で推移している さらに, 2004

咋 12月に発生したイ/ド洋津波を機に ,2003年 3月の落

ち込みをさらに上回る過去最低の観光客数となった そ Tブーケ?ト■

の後の回復スビ- ドは遅く pll川三までの平均観光客数 8

万人/月に適するのに約 1iflを姿しており,前車の観光産

巣の間抜被害額の大きさからも,今般の津波による観光

産業への影響の甚大さが銘Z.ら

続いて,主要 4カ国の観光客数の推移をみていくと,
まず, (a)に示したEl本からの観光客数は イ/ド洋杜
波の発生まで月間約 12万人で推移 してきた 季節変動

はあるものの,タイ南部を糾TLるEl本人観光客にはリピ

-夕-が多く 他罪各国からの全観光客数のうち約 L0%

を占めてきた 200 3咋 3月のイラク戦争と Ŝ 】くSの影響

で L600人J月まで落ち込んだ後 約半咋をかけて回復基

調を示した その後,日本人観光'Eは117川三と同様の月間

約 12万人で推移していたが,2004勺三12月の津波発生後

は過去最低の 883人/月まで落ち込んだ その後約 】iF-杏

かけて徐々に回復し,2006咋に入って夏や冬の休暇時に
ど-クが戻ってきたが それでも 12万人/月とiEj主波発生

前の平均値に達するのがやっとの状況である 後の観光

産薬縦帯-Eへのインタビュー内容で詳述するが,ホテル

などの王金物被害が小さかったにもかかわらず,マスメデ

ィアなどの情報によって,復旧後も日本人観光客が戻ら

ないため,地域経済が長期間落ち込む二次被番 (風評被

育)に発展した様+と捉えられる叫

次に, (b)に示したオ-ス トラリアからの観光客数は

津波発生Flllの 4年間をみると,転iF110月にピークを迎え
約 5- 7千人/月が肪阻してきたが,平均すると約 3千人/

月にとどまっていた しかし,沖波発生直後の落ち込み

を経験 した後は 持続的に増加傾向を示し,20054r LO刃

には L万人を超すなど最近になっても増加主調が続いて

いる タイ政府観光rTや観光産業碓不省によれば,2005

勺三10月に発生したパリ島での爆破テロを契機に オ-ス

トラリア人の渡航動向に変化がみられたという すなわ

ち パリ島はオ-ス トラリア人の長期 リノ- ト他として

非常に人気の高い観光地であったが 爆破テロなどの情

勢不安もあって,圏内に位旺するタイ南部に観光轟紫が

移ってきたことが主な原因と推察されている

さらに, (C)および (d)に示 したスウェ-チ/とド

イツからの観光客教の推移をみると,津波発生FiTTにはい

ずれもiF-ぶ咋始にかけてE'-クを迎え,夏から秋にかけ

て減少するというLJjl確な傾向がみられる スウェ-チ/

人とドイツ人の滞在スタイルは,2-3カ月間の長期滞在

型で,繁華街を含むバ トンビーチよりも自然豊かで閑静

なカオラッ//方面を好み.パ/ガロ-を比較的安価に一

軒はり上げることが多い したがって このような明確

な季節変動がみられるのだが,江口すべきは津波発生後

もその帆 '])がほぼ変わらないことである いずれの国の

観光客数も 沖波発生直後には落ち込むが,その後急速

に増加傾向に転 じ,翌年 2006咋 】月にはほぼ11的-並みの

観光客数を示 している さらに,スウェーデンでは,

2006咋J三にはかつてない増加よ調を示した

図-1タイ南部における津波被災地域
出典 MonuloJelOIlれきもとに事書作成

秦-1県別･国籍別にみた死者･負f書看･行方不明者

表-2県別 被災度別にみた建物被害

12CO5I

表13部門別にみた経済被害(百万タイパーツ)

表-4部門別にみた撞,斉被薯(百万タイ /トツ)
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(2)被災地に対する捉え方の違い

タイ南部への土壁各国の観光客軌 BJをみてきたが .mX,
El本人観光客が津波顎生を機に戻ってこないことは特.W
徴的である このことは,タイ人 El本人いずれの観5DD
光産兵従咋-6-のイ/クビュ-においても必ず百舌され ○
た内容であり かなり強い実感として捉えられている 200n
図-3は 2005咋 2月に VIŜ が行った ｢イ/ド洋沖 IiKO
波後の渡航に関する昔時調査｣に含まれる ｢アジア方 ■oDn
面(被災地)への渡航について｣尋ねた結果をよに作 エ㈱
成したものである 21)なお,調査は図中に示した 9カ
国において,過去 3年間に海外旅行を経験 し.かつ, 3)㈱
今後 ltF=以内に海外旅行を計也している500人/国を対'5m'
象として,インタビュー調査を行っている

この中で,日本人のLgl答をみると,タイやイノドネ 50X'
ンアなどの被災地への渡航を控えたいという倉見が半 ○
数以上を占めている 一方,先のオーストラリアやス 犯抑
ウェーデン, ドイツを含む他国においては,同意見は'5DX'
20-30%にとどまっていることがわかる 同報告省に-A㈱
よれば,オ-ス トラリアとスウェ-デンにおいては, 5'm
｢被災地に旅行し,そこで滞在することは被災地のikr A
興の一助となる｣とj;ぇている人が約 80%に上ること lW

が示唆されている 一方,El本においては,同じ質問 .n柵
に同意している人は 54%にとどまっている なぜEl.W
本人観光客が戻ってこないのが､の直接の回答にはなら .EnOD

ないが,沖波後早期に被災地を糾問したオ-ス トラリ m OD

ア人やスウェーデン人とは 被災地 に対する捉え方が 瓜0"

巣なっていたことも~因として挙げられよう また, m D
タイ航空は半年に一度 便数などの見直しを行ってき

プーケット間直行便の廃止を7定していた 被災後

日本人観光客が激減し いよいよ復興キャンペーンを

行おうとする時期に,直行便の廃止が重なったことも

日本人の肋間をさらに控えさせる一因ではないかと推

察される 日本人観光客が戻らない姿因については

次のインタビュー調査結果の中でもj5索を深めること

にする

5 インタビュー訴至に基づくインド洋津波後の仕興

過程

(1)音節李の内容と方法

イ/ド洋津波後のタイ南部における観光産業の/Lk興

過超と今後の課題の艇案に向けて,2007年 3月 5日

(月)から 日 日 (E])の計 7Br札 被密の大きかった
プ-ケット県およびパンガ一県を対故として 観光産

;喜喜;喜きき岩喜萱き書喜喜喜…喜重き岩喜喜萱;
図-2タイ南部への租光客数の推移(20011-2∝旭12)

スウZ一手ン

ドイツ

TJリカ

カナダ

tPJl

図-3津浪後のアジア方面への渡航に関する意Z荘変化

巣に従司rL,復興に直接携わった担巧者に対 してヒア

リン//調査を行った (図-4) まず,調丘対象Eは,

llenderson)22),E3e■TTn.1nl)料.la､,sE elal叫,前田25)による観光院およびそのリスクマネジメ/トに関する文献に基
づき,図-5に示す観光地の構成図を琳前に作成し,これを埋めるように対象･E (対l締)を選定した 主な調査対象省

は表-5左柵に示すとおりで 観光'Gへの1)-ビス手引共を担う基幹的な帯弟･Eとして プーケット県およびパ/ガ一県

に位牡する規模の異なる宿泊施設 (ホテル バンガロー,ゲス トハウス),老舗ダイビングソヨッブ また.これら琳

薬･Eを総括する観光地の運営組椿として,タイ政府観光庁 (1̂ 1 10urlSmALJLllOrllyOrlTlftllazld)プ-ケット市務所,プ

ーケットEl本人会 (後に復興委員会)を対顔として 1件につき L5時間から3時間のインタビュー調査を実施した な

お,今回の調査では,例えば.直接現場に携わっていない経営 トップの照理された言古でなく,通常の報lpt省にはLLlてき

にくいような災害対応の実際や現場での混乱を引き山すために,碑約のアポイントの際には riL3時現場で災育対応に直

接携わった人｣に依蛸することに留意した

インタビュー調査は,先方の緒し手 l～2人 (パンガ-県 Sのみ 2人)に対して,聞き手 2人 (うち 1人タイ人女性)

という形で実施 した なお 附き手の役割分担は,話し手がタイ人の場合 聞き手もタイ人を中心にiLEめ 話し手が日
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本人の場合,El本人である範省が中心となって進めることと

した これは,イノタビュー調査中に逐次通訳をすると先方

の話者を中断することになり,また,現場の混乱や心境など込

み入った給を附く際には同国人の方が文化的背教も理解しや

すく,意思疎通がスムーズにいくことを期待 した なお,イ

ンタビュー内容については,終了後 聞き手が揃ってテ-プ

起こし翻訳作業を行った

イ/クビュ-内容については,質問形式でなく,冒頭に附】

き手から今回の調査の趣旨を祝明した後,次の 2つの留意咋

項に沿って｢】由に宮古してもらう形式とした

(丑被災直後から現在までの L'白身の体較'をできるだけ時間

に沿って恕い山 し.賭してもらう

②(丑の話の中で,できるだけ困ったこと,混乱 したことも含

めながら,それに対していつのタイミ/グで,いかに判断し,

対応したのかを話してもらう

(2)インタビュー内容からみた観光産美の復興過程

表-さは,各インタビュー先で話された内容を時系列にまと

めたものである こrLによると 全体を通して共通して話さ

れた内容は 党災直後の失見1の状況,宿泊客の避灘誘導と

避戴場所の確保,各国への帰国手配,施設の渦輪と後月付け,

復旧 ･リノペーソヨン 営業の再開 風評被香対応について

であった なお,失見当とは,何が起きたのか理解できず

自分が今匿かTLている状況が把握できない状況を指す それ

らの項Elについて,図-5に示した観光基盤 (交通,過(言な

ど)や経営資源 (資金 技術 労働))など)を中心に,当時

の現場での混乱と対応状況について話された また 発災か

らの時間経過と,宮古される内容盈 (項El晦の所要時rm)につ

いては 発災直後の混乱期が印象に経っているためか,直後

から 2-3日,1週間と時間を蘇るごとに減少する傾向がみら

図14インタビュ-!Pl査対象他
出A51ephqnAudlger牡旭包使用

図15調査対象とLT=C枝光地の練成図

れた

挽いて,イ/タビュー調盤の中で 複数の話し手から共通

して辞された内容を中心に,被災地での観光産業の復興過程について紫理する

a)被災直後(2004年12月26日(El)当日)

吃)何が起こったのかさっぱりわからない

rタイには地震は来ない 今回 "lSUNAMl" という言薬を初めて聞いて知った｣ 沿岸部で綾香に巻き込まれた観

光'&やホテル従弟員の多くは,荊一波が押し寄せる駒.引き渡によってTT線が約 200m i)後退した際 魚やエビが下｣二

がっている梯子を見て,誘い合って捕りに行ったことが死傷の原因となった

また.内陸にある県庁所在地のプーケットタウ/では,沿岸部から避難してくる人たちを見て,何が起こったのか警

察や知人に確認 したが 当日晴天にもl洞わらず,ど-チ沿いで r大洪水｣が起こったらしいと言 うばか りで

hISUN^Ml" という百薬が附かれ始めたのはiLj日の午後を過ぎてからであった

②広域避難場所は存在しなかった

当初,プーケット札 パ/ガ-県のいずれにおいても,災宮時の避難場所や避難路は存在しなかった ｢祭りなどの

イペ/トがあったら集まる場所｣として,プ-ケット県ではタウ/にある寺院,パンガ一県ではタクアパ-にあるヤノ

ヤオ寺院 (後の遺体安置所)が 市民の問で暗黙の了解として認熟されていた しかし,外国人観光客がほとんどを占

める沿岸部では,避難場所がわからず促乱し,ホテル従業Llの誘溝に従って避難場所に移動した その際の避難場所は,

鼎あるいは宿泊施設の規模によって以下のように異なった

まず.パンガ一県では 3階建て FtC達の一部は貴史ったものの それ以外の施設は崩壊し,沿岸部の被省が極めて甚大
であり,かつ従業Elも同様に被災 したため,関連施設は避難場所として使用できなかった 浜辺にいた多(の観光客は

餌や瓦嫌と共に沖波に巻き込まれたが 中には,ifの高い柚子の木に捕まるなど難を逃れた名もおり 助かった人の多

くはほぼ裸の状態で山中にあるチョンプア-沌 (図-4)の近くで一夜を過ごした

一方,プーケット県では,施設自体のWl鮒 ま少なく.流木や丸 ジェットスキーなどの漂流物による被害がほとんど
であった そのため,直後は,施設の 3階以上や屋上に-時避難させ,大きかった第二波が引いた後 一斉にタウ/方

面に宿泊客を避難させた その際,グル-プ経営のホテルでは,被宙にあった沿岸部のホテル宿泊客をタウ/にある施

設に移動させ,それ以外のホテルでは,タウ/にあるオ-ナー篭や従業員瀬,ゲス トハウスを南新で伯り上げるなど避

難スペ-スの確保に苦労した

@宿泊客の避難誘斗でのトラブル

バ ト/ビーチ沿いのホテルでは 従業血による避難音寿導が行われた まず,マネ-ジャ-が従業員を拙め 館内に放
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義-5発災後の時系列にみたインタビ1-内容

10h

諾 M- 4 % lBDqL 26El*午ll 3E書t3■● IP-.3日 lJIIiA 1カ月iE
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■ ホテル(〇〇七) ジヤ-I_5ヰrI +欠 h ( jA- ttL.'TJ■十ltt-■ヽ JLJ■十捕-チ-宅.71A# 力トケ-)+自主IaE(一〇0)) ■■ I改片付EJ(lw U
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卜ヽ一Jrl十■

>イtljEのt一払Fr Eタイ人)JII )A(Cr?伽 II国内外Zp如)閉Ltttlt1.､●B4マキリ＼- への指事い合DtL ■T▲TIiFl一■.tILtJLt+し▲1■書(女 ■/†) 4■一 rl■■■◆tJ■■書rf大EE対応 i(郎 カ月ーl)
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-Jl九書への事fr暮
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++tIJ rLli わ.Rt良しー ■+ ～I

+I■ l2■JL+い (91̂ )2I+帆 A欠II1(tt3人汁Aに暮き込一れdrltTI+++(チiIン77-I) A,亮■i邑IJIII+1+■L■

tA)

■小 ■十■■I ~ヽ■l l_54rq A材 うつクでPR水(暮 ILや ー ヽ ーtt.奮.8tJL■d)杜t(ラ■ ■LLJt付け(l一lFq*FL.暮t) ●⊥↓I■●

AaLbl人オーナーとのIL寸■■ナtAlL ILIIL ↑■4■■ ■LtI 封J8tJi用尽■NLL.書持件- ■■●■tpl:IJ1-■ItrIT-Iht1カ月rmティ'8立+XNn万8AaLbl人オーナーとのIL寸■■ナtAlL ILIIL ↑■4■■ ■LtI 封J8tJi用尽■NLL.書持件- ■■●■tpl:IJ1-■ItrIT-Iht1カ月rmティ'8立+XNn万8



― 191 ―

義-5発災後の時系列にみたインタビュ-内容(続き)

)h 1O▲h

2--3カ月書 ◆うI-◆■● JP年モー--1年 I++ ÷■■

GWに々 p)ても日本人8がLLらない書や書501以T 暮XIT7(花

13I22) TJマ)トつl′7)

■●

へのrJEn同 人LIZEらー)

■■ -(2J3ー (i.共,兼d中心)

■各 JT<ア対応.I■十十LIIJt

け〔JL拝■書舛応)■日本人dIaJの朱■

L イ ン 対t(nEI人のttナ入れ,セレンウJ,) I1かちゃり▲し■El事のテレビへのア十 一†十■一t▲■ープ人)

■ {十∴′ ■j ldt1 + 迫 も(フルtつ'.B,栄.カナダ)

汝々L=I加)

ガD一文dt 勺̀-t■

送施設がないため すべての客室をノックし,安杏の

確認と避難指示をするように指示した その際 宿泊

'&には,セーフティボックス内の貴重品や荷物は担い

でいくように指示したが,荷物を持って避難する外国

人客の姿が目立った タウンとのビス ト/倫送を行う

ミニバスなどの確保が難しかったため,荷物をホテル

に曜くよう指示したが,車内には,付物を持った人と

そ うでない人が混在したため,不公平だと怒鳴り散ら

し.付物を取りに戻る客い ､て,その対瓜 こ追われた

また,一都の宿泊客からは ｢'&なのにどうしてこんな

口に番うのか｣など質問攻めに合い,時には押し問答

になるなどしたが ｢従業員もみな被災名で この人

たちにもわからない ともかく括示に従って避托 しよ

う｣といった宿泊客同士のやりとりに救われることも

あった

b)被災後1日～3日後

①プーケット国際空港での出国に伴う混乱
空港での帰国観光客への対応を行った IAl職Llに

よれば 空港関係省や航空会社,r̂ Tの職員によって

観光客を一刻も早く自国に#'Tすことを目標に プ-ケ

ット国際空港で必死の対応が取られた 飛行場自体も

被害を受けたため 被災当El夕方まで閉鎖されており

バンコクに向かおうと典まった観光客らはフライ ト情

報を強めてパニックになっていた 1El夕方には空港

をr凋いたが,空港職員ら対応恨りにも誰が何をするとい

う担1が決まっておらず,その場で観光客の話を附 き

それに応えるように努めるのが精一杯であったとい う

さらに,EAE職員によれば,開港後,メ/コク行き

の快は,タイ航空,バンコクエアウェイズ,軍陀の飛

行機が次々と離党潜を繰り返したという 楢乗の順序

は,ケガの度合いによって優先しようと考えたが,身

内にケガをした人がいたら心配で付き添いたいと言い

また,沖波の再来が怖いとの理由でいち早く搭乗 しよ
うとする人たちで 観光省同士の喧嘩になることもあ

った

結局,2日Flになっても混乱は治まらず 入国管理
局も通さず,何も記載されていない搭乗非を占己布 して

搭果 したい人から乗せていくという状l兄が続いた

②プーケット県庁(災害対策本部)での被災者対応-ボラ

ンティアと各国大使館の支援一

被災ilElから プ-ケット県庁の 2階が災害対策本

部となり,多くの観光客が避果 してきた 26El午後に
ラジオで,題TR金や外国鱈が話せるボラ/ティアの募

艇が行われたため,2日Hから観光ガイ ドや通訳など
のボランティアが触よってきた ボランティアの主な

仕碑は,入国管理局や誓凍からの指示に従い,外国人

観光客の非情聴取を行い (氏名,国,失った物 ･人な

ど) 3日Hから殴鑑される各国大使館や入国管理局

に引き継ぐことであった ほとんどの観光客は パス

ポ- トや航空券を紛失しているため,警察に行くよう

指示し,白身を証明できる沓類を作成させた 3日H

には,県庁の 2階に各国の大使館がブースを設置し,
その場でパスポー トの再発行などを行い,この迅速な

対応が帰国手続きをスムーズに進めた

その後のボラ/ティアの作美は,行方不明省の捜索

仰報の収灘とそのマッチ/J/のためのコ/ビュータ入

力であった 負傷省はプ-ケットタウンやバ/コクの

病院に搬送されたり 遺体はパンガ一県タクアパーに
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安佐されるなど,ボランティアによる行方不明名の捜索は囲難を極めた その後 4El[=こは コ/ビュータによる行

方不明-E検索ソステムが主詩人され.名前などの入JJによって負傷者や遺体の検索が可能になった

C)被災後 1週間

①早かった施設周辺の清掃 片付け作美

バ トンは,プーケット県では最も収入の多い老舗観光地であり,早く復興させなければ経済への打撃が大きくなると

いう周囲からの危級感も大きく 県庁や役場なt'行政機関の油掃への対応は早かった 路上に打ち上げられた砂や流木,

瓦鎌 日動車.パラソルやジェットスキ-などは行政の全面協力のもと 1週間後には移動された 人気のあるリゾー ト
ホテルは海に直結しているため,施設への砂や漂流物の接客が大きかった 特に,プールや庭,施設 1階部分に入った

海砂の撤去に最も時間を姿した 後片付けには,従弟員をはじめ 重労働には漁業などの椴を失ったミヤ/マ-人労働

名を雇うなどして,1j即iJl以内にはJi付けが完了した

②マネージャーの精神的･肉体的苦痛

被災後 Iiq間 ホテ/レのマネ-ジャ-らは,宿泊客の避難誘導や婦国手絞き 増結やメールなどの膨大な問い合わせ

に追われ,多くの宿泊客が帰国した 1i軌間後から,ポッンとなった気がして,楠神的,肉体的な疲rLを感じている 特

に,宿泊客を亡くした日本人ホテルマネージャーは ｢何で助けられなかったのか,あの時こうすれば良かったんじゃな
いか｣とこの時期になって白身を怨め,一方で riEjt波さえなければ,これまでの努ノJ叶って,この年対ま日本人客でい
っぱいだったはずなのにとか 自分たちもつらいのにつらいって言えなかった｣など気持ちの葛藤に苛まれ,fj:帝にも

生活にもやる気が失せてしまった 災省対応省であり,被災Gでもあった彼ら/彼女ら-の梢朴的なケアは全く想定され

ておらず.この状態はかなり長い間続き,2年経った今回の調査でも,思い.LlIL.泣きながら話されるケ-スがあった

d)被災後 1ケ月一致ヶ月

①宿泊施設や飲食店のいち早いオープンが早期gl典に

バ トンでは,プールや庭園など一都損壊だったホテルは 1月に入って早々に一部営業を矧消した ピ-チ沿いの飲食

l方なども,パ ト/の活気を取り戻すため,できる限り店を附け,ネオンや明かりをfTすようにした バ トン全体が活気

づかなければ,ホテ/L/単体で頑張っても意味がない 観光従事者の間では共通の恕いがあった

カオラックでは,多くの宿泊施際が壊滅的な披省を受けたが,中には海沿いのバンガロ-は全壊したが Lll側のタワ

-には枝番がなかったという施設もあった そこでは,【カ月後には使える部分を閉放し.文王愛惜動を行う軍隊や国内

外のボラ/ティアを宿泊させた

②風評被害の発生とマスコミ報道へのiIL)

前述のように,バ トンではほとんどの宿泊施設は物的被香を受けなかった しかしながら,宿泊施設の営巣努力も空

しく,観光'&は激減した (図-2) 特に,観光客全体の約 L0%を占めていたEl本人客の戻りは巌も面かった

日本人会により発足した復興委員会の会長やメンバーは,El本に向けた "咋実でない"マスコミ報道が尉評被害の原

因と強い憤りを覚え,それが日本人観光客の長期にわたる減少の原因と考えた 被災ILi机 足も壊滅的な被音を受けた

被災地としてプ-ケットが報道された しかし,後にアチェの被害の状況がわかった途端,多くの報道陣がプ-ケット

全滅といった誤報を成したまま プ-ケットを去ってしまった 例えば バ トンのビ-チからの中継をしながら カオ

ラックでの披番を報告して プ-ケット全体が壊滅的な被香を受けているかのような印象を与えた また.パ トノビ-

チでの取材時のこと,あまりに迅i釦こ清掃が進んだため,取材班が期待 していた "悲惨な映像"が擬れず 瓦嫌やゴミ

をわざわざ炎めてきてその約で報道を行ったこともあった こういった不実でない報道が,日本人のプーケットに対す

る解ったイメ-ジを植え付け,結果として.長期にわたってEl本人観光客の行動を手控えさせる最大の理由と低位づけ

た

(卦は奥書A会の発足とTATとのプロモーション活動による風評被害対応

風評被害がさらに餅老になって マスコミや日本に被災地の r̀坤実l'や 山現状"を正確に伝えるために.El本人会内

に復興委員会を発足させた 主には,/tu興委員会ウェブi)イ ト (I)hLJkcL-rL･kkocom 被災後 l叫で桝鎖)を立ち上げ,プ

-ケットの/Lk興状況に関する事実情報を 地図や写共,データなどを用いて摘極的に公表した 復興委員会メ/パーに

は,ホテルマネージャーや雑詮編兆省,ウェブデザイナ-などが含まれており,各｢W)神意分野を活かしながらボラ/

ティアとして活動を行った

45日間の自粛期間を終えて,1̂ 1各国事務所との述携で,El本を含む各国のメディアを相哨し,プ-ケットの要所を

案内して,着実に進む復興の状況を正確に報道し,アピール して欲しいと訴えた そのすべての旅費を 1̂ Iがもったが,

結果的には日本人観光客の増加にはつながらなかった また,()fly r̂lcrlomoTTO､Vや仲田細末ら布名歌手のコ/i)- ト
も現地でr凋催したが,了想炎客数を大きく下回る結果となり,努力の程は効果がなかった しかし.観光客が来なけれ

ば,失薬など｢】身あるいは従業員の死活周趨となる 既に失業し,プ-ケットを山て行った仲間がいる 日本人は戻っ

てこす,仕事もない そのような中で 風評披車の対応として,やれることを月っ蝶からやるしかなく 効果の高低は

あろうが,ともかく何かやらなければ気が済まない状況だった

e)被災後 1年

①施設の復旧

バ ト/の大 ･中規模ホテルの多くは 保険に加入していたた め 施設の物的被香に対する榔債が受けられた しかし,

補償範囲は限られており 被害の多かったプール等施設や部屋 の家具などには適用されなかった

カオラックは,海の水質や透明度も高く 背後に山を抱えn然 豊 かな地域であり,欧州人を中心としたリノ- ト地と

して,売り山し中であった 2-3カ月Flulの長期滞在客が多いた め ,需要に見合ったバンガロ-やゲス トハウスが解僻さ

れており.まさにこれからという時期の壊滅的な被災であった そ のため,新築ローンを抱えた状態で全壊し 新たな
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ロ-ンを殴定することができず,2咋疑っても全く手つかずの施設や更地がEl立った また,パ/ガロ-やゲスト/＼ウ

スといった小規模宿泊施設は 保険に加入しておらず,修理や丈きて直しなど7分旧はすべて｢】費で貼った 政府銀行から

低金利の融資制度もあったにもかかわらず それを利用しなかった理由として,貸付の咋隈が短いこと 被脊状況の報

供や貸付金をいつどこにどのように使ったのかなど詳細な情報をまとめて中吉辞せねばならず面@Jであったことが挙げら

れた FtC達でない小規模施設は.建物も殴備もすべて流されてしまったケ-スが多かった したがって,再建は l00%

原型復旧でな( 例えば,被災的 40棟あったバンガローのうち,初咋度で 17棟を白刃朽まきしながら,その稼働率と収

入,カオラックの周辺ホテルの復旧状況を見ながら 2昨日には薬石に委託し L3 株を漣設するなど,比較的自由度の高
い復旧計画もみられた すなわち.このような需要を見据えた段階的な再建計画には,政府や銀行の融資制度は適さな

かったものと貰える

②国ごとに異なる観光客の動向

バ トンビ-チ沿いのホテルでは 2005咋半ばから呼水にかけて,オース トラリア人や欧州人を中心に徐々に観光客が
増加していった 特に,リノ- ト地として競合するイ/ドネシアバリ島での爆弾テロ事件 (2005咋 10月 1日)を契機

に,オース トラリア人がプ-ケットに流れてきたのではないかという意見が多い バ トンでは,2006年 8-9月頃から

客足は好調で,2006咋束にはほぼ例咋通りの稼働率というホテルもあった オース トラリア,スウェーデン スイスを

中心に,アジアでは中国,台湾からの宿泊客が多い rEl本人は 逃げ足が速いが,戻ってくるのは最も遅い どうな

っているのか｣という首柴が妨開先すべてのホテルから開かれた

カオラックでは,被災机後で客層は変わらず, ドイツ スウェ-チ/ イギリスーフランスからの客が占め,1ソ-

ズ/を過ごす長期滞在客がほとんどであった 被災後は,宿泊施設はほぼ全滅で,ま丑物も怒気も細子さえ流された状態

だったので 肪間した施設では,2005iF三半ばから 2006年にかけて徐々に施設をオープ/したが 周囲の寂しい状況も

あって稼働率は低迷 した 的述したように,欧州人の問では, ''被災地を糾問することも/dZ輿支援の 1つ"というP7Z.

方が根付いており.多くはそのリピーターで支えられているという感軸の声が多かった

③外国人労働者(在タイ日本人)への支援制度

各国から約 LO臆パ-ツも典まったとされる寄付金の使途は明らかでないが,観光産業の再まきにおける政府支援は全く

F用かれなかった 特に,外国人芳他省 (在タイ日本人)に対しては,主生物が全壊した場合は一律 5万円の見舞金を支払

ったが,それ以外は何の補依らなかった El本の総理や大臣,璃員に協力を子,rさようとアプローチしたが 努ノ)も空しく

"前例がないので難しいl'という結果であった 1̂ 1との'tg興プロモーンヨ/などの政府関連咋巣を除いて,日本人会

の活動は,限られた財腹の中,有志会見のボランティアで貼われてきた

6 考察と王果題-タイ南部の仕輿から学ぶ一

本研究では,イ/ド洋沖波発生から約 2咋間における観光産薬の復興過桜を,各国からの観光客軌も)と,観光従不省

に対するインタビュー内容を某に骸理してきた その中から,今後の観光産業における防災対席に取り入れるべき批点

や課題を以下に枢理する

(1)避難体制の強化

今回の事態を受け,最重要観光地であるパ トンビ-チでは沖波警報タワーが 3基位牌され,6カ国語で津波警報を覚
悟することが可掛 こなった また.沿岸部の至る所に避難捷官鼓が殴粧され.避灘給や避難場所を選定した しかしなが

ら,イ/タビューの中では 避難警報を用いて定期的に行うはずの避難訓練は一度 しか行われておらず タイ人碓某省

の中には,r今回一度経験 しているので,次は上手く対応できる｣と被災経験が次の対応へのnT房につながっている発
言t)多かった ハ- ドな軽偏はもちろん必要だが,地域全体もしくはホテル中位でもよいので,それを上手く活用でき

るソフト対策も継続的に行うべきである

(2)観光業者間の連携強化
宿泊'Eの避難誘導や避難場所の確保などあらゆる災害対応が施設ごとに行われていたことが特徴的であった グル-

プ経営で複数の施設をもつホテルは 直接被害を受けなかった内陸に位置するホテルを避難船所として利用することが

できた しかし,その他のホテルでは 内陸に位置するゲス トハウスの空室を探し回り,便j削直上げされた高額の宿泊

費を支払うなど,避難場所の確保に苦労した 観光業名聞に,平符時からの連携や協定があTLば,緊急時の相互利用も

可能になるものと考える

(3)観光産業に対する資金触資制度

パンガ一県でのパ/ガローやゲス トハウスの大半は,まき物保険に加入 しておらず,磨滅的な被宮を受けながら 白ノ)

再建を強いられた 大地主など資産を抱えるオーナ-はF]費での再建を可能にしたが,多くの施設では既に融資を受け

て新築した矢先の被災であり,再建にかかる新たなローンを限定できず,いまだ更地もしくは朽ii!途中の施設が散在 し

ている このような閑散とした状況では,施設単体でオープンしても兆客が難しく,メ/ガローの中には周辺地域の再

建状況や宿泊客の戻り具合をみながら,時間をかけて段階的に朽貴重していく形態がとられている このような場合も想

定し,原型殻旧を見据えた短期間での全額融資制度のみでな(,再建過程に見合ったFエ】内皮を持たせた御｣度メニューも

用意すべきである
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(4)外国人労働者(在タイEj本人)への補dt制度

プーケット日本人会会長によれば,在タイ日本人従美都 こ対 しては,全壊施設に対して 5万円の見舞金があったが,

タイ政府とEl本政府のいずれからも葡】勝を受けることはできなかった (百1度もEl本を糾問し,総理や議員などに呼びか

けたが,手応えはあるものの,結局は 的例がない ために補償制度の確立には至らなかった 在タイEl本人たちは.現

地で観光直美に従事しながら 各種イベ/トの開催を通して,El本の文化を現地に伝x.る重要な役割を果たしている

このような外国で従事,活躍する日本人への緊急時支援は,必ずしも日本で負担すべきでないという法官旨はあろうが

外国とEl本の制度の間にあって いずれの国からも補償が受けられない状況は避けなければならない 被害の現状と両

国の現行制度を睨みながら 今後検討していく必要があろう

(5)リスク分散型マーケテイングの必要性
プ-ケット県と/l'/ガ一県における観光客楢は異なる プーケット県では 島内最大の観光地パ ト/ど-チt)あって

日本人やオース トラリア人を主な客層としてきた 一方,臼然を放す閑静なカオラックビーチなどでは 長期滞在を目

的とするスウェーデノ人や ドイツ人を主な客層としてきた 両名の施設被香を比べると,プーケット県の方が明らかに

小さかったが,戻ってこない日本人観光客を主要マーケットに据えた観光直美は軒並み倒産や経営不振に陥った この

ことから,今般の災宙では,マ-ケットを lつに絞り込まず 可能な限り,多様なマーケットを引き込むことが経営リ

スクの分散につながったものといえる 一般のビジネスにおいて 商品の多様化を図ればリスクは減るが利益も低い可

能性もあり,いずれの戦略でいくかは経営Bの判断によるところであるが 災害常襲地域では,リス//に 災̀壱l'を見

据えた経営戦ISの検討は重空きな批点である

(6)風書平被害とその対策
各国からの観光客教の軌IFl)やイ/タビュー内容,lchlnOSa､､aI201による分析からも,マスメディアや旅行代甥店など

を通じて間接的に糾るプーケット情報やイメ-ジに頼るEl本人消費･Eたちが,旅行商品の臓人を手控えている状況が明

らかとなった しかしながら.観光産業における風評災害はあくまでもビジネス上のことと見なされ,金銭的 物的な

直接支援の対糸とはされていないという実情がある (政府主導の観光プロモ-ンヨンなどの間接的な支援は行われてい

る) このような rn然災害-生活よ盤の崩壊｣のパタ-/にはよらない妓客に関しての支援のあり方についても今後
検雫寸すべきである 合わせて 被災地の復興過払までを見掘えた碑実報道の韮資性と背任についても再責苦軌すべきであ

ろう

以上のように,各種宿泊施設や政府観光JTの対応･Eが,法波による被帯からどのような問題を抱え,いかに対応 して
きたかを記録 し,燃理することができた また,これら復興過松を韻に 観光産業の防災対矧 こおいて今後検討すべき

課越を提示した 一方で,比較のため開発状況の典なるプーケット県とパ/〟-県を対故地蝶とし,規模の娘なる宿泊

設をWr問するように努めたが,件数が少ないこともあって,本論の内等が一般性をもつものとは首い切れない また,

現在 l̂ lや大使館から観光関連データを収光中であり,今回のイ/タビュー調査内容に,客観的なデ-夕による軌F])分

析を重ねながら,検証を続ける必紫がある 今後は,これらの分析を継続し,災害時の観光産業復興のフレ-ムrj-ク

の構零与と具体的な防災対熊への母案を行っていくことが課膚である
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ThailandaftertheIndianOceanTsunami

YukaKaraLanl

Abstract
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